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ヒ
ー
ブ
は
N
e
x
t 

S
t
a
g
e
へ

私
た
ち
ヒ
ー
ブ
は「
共
に
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
み
ん
な
で
創
ろ
う
！
」を
合
言
葉
に
、「
ヒ
ー
ブ

Innovation

ア
ク
シ
ョ
ン
」を
進
め
て
い
ま
す
。
40

周
年
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

ヒ
ー
ブ
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
進
行
中
で
す
。

40
周
年
の
際
に
ヒ
ー
ブ
が
描
い
た
10
年
後
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
前
倒
し
に
な
っ
て
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の

大
き
な
変
化
の
中
で
、
ヒ
ー
ブ
は
、
本
質
を
考
え
思

い
込
み
を
手
放
し
、
実
践
か
ら
学
ん
で
み
ん
な
で
進

化
し
て
い
ま
す
。

「
生
活
者
が
変
わ
る
」「
生
活
者
と
企
業
の“
境
が
溶

け
る
”」社
会
の
中
で
、「
生
活
者
と
企
業
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
新
し
い
関
係
」に
向
け
て
一
歩
先
を
い
く

ヒ
ー
ブ
は
、
そ
の
魅
力
に
ま
す
ま
す
磨
き
を
か
け
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

ヒーブInnovationアクション

特
　
集

「ヒーブInnovationアクション」で
新たなステージを進行中！

ヒーブは変化をチャンスにチャレンジしみんなで進化しています！！！

ヒ
ー
ブ
が
め
ざ
す
北
極
星

40
周
年
を
機
に
、
ヒ
ー
ブ
の
軸
と
強
み

を
再
確
認
し「
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
」「
進

化
す
る
こ
と
」を
共
有
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

ヒ
ー
ブ
が
め
ざ
す
北
極
星
を
明
確
に
し
て

き
ま
し
た
。
会
員
参
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
経
て
、
み
ん
な
の
想
い
を
も
と
に
し

た「
ヒ
ー
ブ
の
パ
ー
パ
ス（
ヒ
ー
ブ
が
め
ざ
す

W
ell-being

社
会
）」も
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ヒ
ー
ブ
の
役
割
は
、「
①
生
活

者
と
新
し
い
価
値
を
共
に
創
る
」、
そ
の
た

め
に
ま
ず「
②
進
化
す
る
幸
せ
組
織
の
起
点

と
な
る
」。
日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会
は
、
ヒ
ー

ブ
が
各
組
織
で
こ
の
２
つ
の
役
割
の
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
実
践
力
強
化
＆
発
信
と
い

う
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ー
ブ
の
実
践
力
発
揮
へ
～「
進
化
す
る
実
践
B
O
O
K
#
1
」を
つ
く
り
ま
し
た

ヒ
ー
ブ
役
割
の「
②
進
化
す
る
幸
せ
組
織
の
起
点
と
な
る
」の
た
め

に
、
私
た
ち
ヒ
ー
ブ
の
実
践
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
上
げ
た
の
が「
進
化

す
る
実
践
B
O
O
K
#
1
～
本
音
で
共
創
す
る
組
織（
チ
ー
ム
）づ
く

り
へ
の
挑
戦
」で
す
。

2
0
2
0
年
度「
ヒ
ー
ブInnovation

シ
リ
ー
ズ
」と
し
て
斉
藤
徹

先
生
と
学
ん
で
き
た
イ
ン
プ
ッ
ト
を
踏
ま
え
、
2
0
2
1
年
度
は
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
年
と
位
置
付
け
て
、
実
践
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で「
新
し
い
価
値
を
創
る
」た
め
の「
本
音
で
共
創
」す
る
こ

と
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
そ
の
実
践
力
発
揮
の
た
め
に
つ
く
っ
た
も

の
で
す
。
こ
の
B
O
O
K
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
み
ん
な
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
と
も
に
進
化
を
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
改
訂
版
を
発
信
し
な
が

ら
実
践
を
促
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

イメージ動画も作りました

「進化する実践BOOK＃１」の表紙です

分
科
会
紹
介

月
例
会
企
画
・

�

運
営
分
科
会

当
分
科
会
は
、
協
議
会
活
動
の
根
幹
で

あ
る
月
例
研
究
会
の
企
画
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中

心
の
講
座
運
営
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

東
京
・
関
西
・
九
州
と
協
働
し
て
月
例
研

究
会
を
運
営
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
垣
根

を
越
え
た
会
員
同
士
の
交
流
を
は
か
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

上
期
に
実
施
し
た「
月
例
研
究
会
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
踏
ま
え
、
リ
ク
エ
ス

ト
の
多
か
っ
た「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
企
業

事
例
」に
つ
い
て
の
講
演
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ヒ
ー
ブ
の

役
割
を
考
え
つ
つ
、
会
員
・
会
員
企
業
に

と
っ
て
魅
力
的
な
月
例
研
究
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス

�

研
究
分
科
会

当
分
科
会
は
、「
生
活
者
の
認
識
と
企
業

の
常
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
知
り
、
解
消
す

る
」を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を
す
る
た
め
に
、

映
え
る
写
真
の
撮
り
方
や
動
画
作
り
の
ヒ

ン
ト
を
学
ぶ
勉
強
会
や
F
a
c
e
b
o
o
k

を
活
用
し
た
生
活
者
の
お
役
立
ち
情
報
の

案
出
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

同
士
で
の
意
見
交
換
は
、
お
互
い
に
異
な

る
業
界
・
職
種
ゆ
え
の
気
づ
き
が
あ
り
、

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
は
、

生
活
者
に
と
っ
て
本
当
に
役
に
立
つ
情
報

や
そ
の
発
信
方
法
な
ど
を
生
活
者
視
点
と

経
営
視
点
と
い
う
ヒ
ー
ブ
ら
し
さ
を
活
か

し
な
が
ら
検
討
し
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
部
門
に
も
活
か
せ
る
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

調
査
・
生
活
者

�

関
連
情
報
分
科
会

当
分
科
会
で
は
、
大
き
く
変
わ
る
社
会

を
視
野
に
、「
こ
れ
か
ら
の
ヒ
ー
ブ
の
役

割
」を
、
深
め
・
具
体
化
す
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
具
体
的
に
は「
進
化
す
る
幸
せ
組

織
の
起
点
に
な
る
」の
基
盤
と
な
る「
心
理

的
安
全
性（
本
音
で
共
創
す
る
場
を
つ
く

る
）」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
分
科
会
で
の
意

見
交
換
や
正
会
員
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
会
員
か
ら
意
見

を
集
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
情
報
を
集
約

し
、
本
音
で
共
創
し
、
進
化
す
る
幸
せ
組

織
の
起
点
と
な
る
た
め
の「
進
化
す
る
実
践

B
o
o
k
」を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
心

理
的
安
全
性
が
あ
る
場
で
の
共
創
で
、
会

員
企
業
の
皆
さ
ま
の
業
務
に
役
立
つ
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

お
客
様
対
応
を

�
考
え
る
分
科
会

当
分
科
会
で
は
、
メ
ー
ル
対
応
を
学
ぶ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加

し
た
メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す

る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
メ
ー
ル
対

応
で
の
課
題
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
講
師

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
メ
ー
ル
で
の
回
答
作
成
方
法
を
講
義

し
て
い
た
だ
き
、
毎
回「
よ
い
メ
ー
ル
と
は

何
か
」を
考
え
て
い
く
１
年
に
な
り
ま
し

た
。
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
講
義
は
、
関

西
・
九
州
と
も
一
緒
に
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
話
し

合
う
と
き
も
、
ヒ
ー
ブ
と
し
て
の
一
体
感
を

感
じ
る
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。「『
よ
い

メ
ー
ル
と
は
』何
か
」を
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ

が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
写
真

右

：

田
中
美
津
子
講
師
）
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TOKYO
◆総会・公開講演会（4月）
消費者・行政・事業者が目指すべき
これからの「消費者志向経営」
消費者庁長官� 伊藤　明子　氏

◆月例研究会（5月）
2021年度活動方針紹介、会員交流会

◆月例研究会（6月）
①「消費者基本計画」について
　 消費者庁　消費者政策課長
� 内藤　茂雄　氏
②「令和3年版消費者白書」について
　 消費者庁　参事官（調査・物価等担当）
� 吉田　充志　氏

◆月例研究会（9月）
誰もが働きやすい環境を目指して
～フェムテックで働き方が変わる！？～
一般社団法人シンクパール
SOMPOひまわり生命保険株式会社

◆月例研究会（10月）
明るく、元気で、風通しのよい会社を
目指すために
～“ハミダス活動”を通じたコロナ禍に
� おけるコミュニケーション術～
株式会社ニチレイフーズ　ハミダス推進部
出張工場見学　フェロー� 鈴木　清隆　氏

◆月例研究会（11月）
新しい生活様式における
企業の取り組み
アサヒビール株式会社　品質保証部
お客様相談室� 林　真由美　氏
日本生命保険相互会社
お客様サービス部担当部長
兼　コールセンター長　� 大木　直宏　氏

◆月例研究会（12月）
だから僕たちは、組織を変えていける
～やる気に満ちた「やさしい組織」の
� つくりかた
ビジネス・ブレークスルー大学　
経営学部　教授
株式会社ループス・コミュニケーションズ
代表取締役� 斉藤　徹　氏

◆月例研究会（1月）
2022年のトレンド予測から読み解く
消費動向
～withコロナ時代の
� 消費者ニーズを考える～
商品ジャーナリスト　
サイバー大学IT総合学部　教授
� 北村　森　氏

◆月例研究会（3月）
活躍するヒーブに聞く！
株式会社シンク・オブ・アザーズ
� 代表取締役　難波　裕扶子　氏�
� （日本ヒーブ協議会九州支部長）
一般社団法人大授　代表理事
� 高田　かおり　氏

KANSAI
◆月例研究会（7月）
アフターコロナのPR
株式会社TMオフィス　代表取締役
PRプロデューサー
一般社団法人地方PR機構　代表理事
� 殿村　美樹　氏

◆ACAP合同例会（9月）
消費者関連事業団体の社会的意義と
経営参画を考える
公益財団法人関西消費者協会　理事
元ACAP理事長・同志社大学大学院
ビジネス研究科　教授� 藏本　一也　氏

◆ACAP合同例会（11月）
企業活動、職場環境における
ジェンダー問題
うるわ総合法律事務所　弁護士
� 仲岡　しゅん　氏

◆月例研究会（1月）
食品ロス削減のための企業の取り組み
ーごまかしなしのごま油製造への思いー
株式会社山田製油　代表取締役社長
� 山田　康一　氏

KYUSYU
◆月例研究会（8月）
看護の視点から紐解く「健康経営」の姿
みんなが安心して心身ともに健康に
働くことができる環境の視点
～率直な悩みや課題を
� 看護の視点からアドバイス～
国立大学法人佐賀大学教育研究院
医学領域医学系
看護学科小児看護学領域　教授
� 鈴木　智惠子　氏

◆月例研究会（2月）
働き方が、会社が、地域が変わる
DXの可能性
～あなたは10年後、
� どう働いていますか？～
株式会社第一生命経済研究所　主席研究員
� 柏村　祐　氏
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講演活動

ACAP西日本支部
との連携

2021年度定時社員総会、
消費者庁長官伊藤明子氏による講演

4
月
16
日
、
明
治
安
田
生
命

丸
の
内
M
Y
P
L
A
Z
A
会
議

室（
千
代
田
区
）と
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
部
総
会

で
は
、
2
0
2
0
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
、
2
0
2
1

年
度
理
事
・
監
事
の
選
任
、
事

業
計
画
及
び
予
算
の
承
認
を
行

い
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
ま
ず

2
0
2
1
年
度
ヒ
ー
ブ
活
動
方

針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
次
い

で
消
費
者
庁
長
官
伊
藤
明
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
消
費
者
・
行

政
・
事
業
者
が
目
指
す
べ
き
こ

れ
か
ら
の『
消
費
者
志
向
経
営
』」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
の
中

で
、
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
ふ
ま

え
た
私
た
ち
ヒ
ー
ブ
会
員
へ
の
熱

い
エ
ー
ル
に
会
場
で
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
、
2
0
2
1

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

関
西
支
部
長
の
木
谷
あ
ゆ
み

（
イ
カ
リ
消
毒（
株
））が
6
月
、
関

西
学
院
大
学 

西
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
経
済
学
部「
経
済
事

情
E（
市
場
経
済
と
消
費
者
問
題
）

「
企
業
と
生
活
者
を
つ
な
ぐ
ー
消

費
者
市
民
社
会
と
消
費
者
志
向

経
営
の
実
現
に
向
け
て
ー
」の
講

座
を
担
当
し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
よ
る
配
信
で
、
3
3
1
名
の
学
生

が
受
講
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
神
戸
学
院
大
学
有
瀬
キ
ャ

ン
パ
ス
で「
現
代
の
社
会（
消
費
者
教
育
）」、
2
0
2
1
年
度

よ
り
新
設
さ
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
で「
現

代
の
社
会（
消
費
者
と
リ
ス
ク
）」、
甲
南
大
学
岡
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で「
消
費
者
問
題
」の
3
か
所
で
、
生
活
者
と
企
業
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
大
阪
府
消
費
者
教
育
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で

は
、「
消
費
者
教
育
の
基
礎
理
解
～
企
業
活
動
か
ら
み
る
〜
」、

「
企
業
の
消
費
者
教
育
活
動
に
つ
い
て
」、「
企
業
×
学
生
交
流

会
」に
講
師
を
派
遣
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
Ａ
C
Ａ
Ｐ
西
日
本

支
部
と
ヒ
ー
ブ
関
西
支
部
が

連
携
し
、
合
同
例
会
を
９
・

11
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
９

月
は
、
消
費
者
部
門
が
誕
生

し
た
背
景
に
は
じ
ま
り
、
私

た
ち
消
費
者
部
門
の
存
在

意
義
を
C
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら

議
論
を
深
め
ま
し
た
。
11

月
は
、
昨
今
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
を
生
起
さ
せ
る
、
私
た

ち
が
も
つ
バ
イ
ア
ス
に
つ
い

て
、
専
門
家
か
ら
学
び
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
考
え

を
発
信
し
、
未
来
社
会
に

と
っ
て
有
益
に
な
る
よ
う
、

次
年
度
以
降
も
他
団
体
と

の
連
携
で
相
乗
効
果
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
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2022年度 代表理事挨拶

行政の会議・委員会等への参画
■
内
閣
府

•
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議

代
表
理
事
の
吉
村
美
衣
子（
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン（
株
））が
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議

委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

■
消
費
者
庁

•�

消
費
者
志
向
経
営
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者

検
討
会

代
表
理
事
の
吉
村
美
衣
子（
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン（
株
））、
副
代
表
理
事
の

鈴
木
聖
子（
明
治
安
田
生
命
保
険（
相
））、
中
村
尚
美（
日
新
製
糖（
株
））が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

•
第
4
期
消
費
者
教
育
推
進
会
議

元
理
事
の
藤
脇
智
恵
子（
第
一
生
命
保
険（
株
））が
第
4
期
消
費
者
教
育
推

進
会
議
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

•
第
5
期
消
費
者
教
育
推
進
会
議

特
別
会
員
の
宮
木
由
貴
子（（
株
）第
一
生
命
経
済
研
究
所
）が
第
5
期
消
費

者
教
育
推
進
会
議
委
員
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

■
経
済
産
業
省

•�

令
和
3
年
度「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
中
小
店
舗
へ
の
更
な
る
普
及
促
進
に

向
け
た
環
境
整
備
検
討
会
」

代
表
理
事
の
吉
村
美
衣
子（
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン（
株
））が
参
画
し
て
い
ま
す
。

■
総
務
省（

一
社
）キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会�

�

「
第
2
弾
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト 

審
査
委
員
会
」に
当
協
議
会
は
参
画
し
て
い
ま
す
。

■
神
戸
市

•
神
戸
市
消
費
生
活
会
議

•
神
戸
市
苦
情
処
理
審
議
会

関
西
支
部
長
の
木
谷
あ
ゆ
み（
イ
カ
リ
消
毒（
株
））が
参
画
し
て
い
ま
す
。

三
位
一
体
の
デ
ザ
イ
ン
型
共
創
社
会
に
む
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

―Innovation

の
つ
ぼ
み
を
膨
ら
ま
せ
よ
う
―

�

日
新
製
糖
株
式
会
社　
中
村　
尚
美

R
e
p
o
r
t 

H
E
I
B（
レ
ポ
ー
ト
ヒ
ー
ブ
）は
今
号
で
v
o
l
・
80
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
の
皆
さ
ま
の
日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
8
年
の
日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会
創
立
40
周
年
に
、
私
た
ち
ヒ
ー
ブ
は
生
活
者
を
中
心
と

し
、
生
活
者
と
企
業
と
行
政
と
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
型
共
創
社

会
を
10
年
後
の
社
会
の
姿
と
し
て
描
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ヒ
ー
ブInnovation

ア
ク
シ
ョ
ン
を
始
動
し
、
学
び
、
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
ヒ
ー
ブ

の
あ
り
方
を
一
人
ひ
と
り
が
模
索
し
成
長
し
て
参
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
こ
こ
数
年
は
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
社
会
や
日
常

生
活
が
大
き
く
、
し
か
も
急
速
に
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
ヒ
ー
ブ
協
議
会
も
、
一
昨
年
度
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
し
た
活
動
を
新
た
に
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
議
会
内
で
地
域
を
越
え
た
交
流
を
育
む
場
と
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
日
本
全
国
の
当
協
議
会
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
公
開
講
演
会

に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
ヒ
ー
ブ
は
、
デ
ザ
イ
ン
型
共
創
社
会
に
向
け
て
、
こ
の
大
き
く
揺
れ
動
く
社
会
の

中
で
の
経
験
を
成
長
の
糧
と
し
具
現
化
さ
せ
た
も
の
の
実
践
を
試
み
、
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く

フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
を
、「
三
位
一
体
の
デ
ザ
イ

ン
型
共
創
社
会
に
む
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
ーInnovation

の
つ
ぼ
み

を
膨
ら
ま
せ
よ
う
ー
」と
し
ま
し
た
。

生
活
者
視
点
と
経
営
視
点
の
二
つ
を
合
わ
せ
持
つ
ヒ
ー
ブ
視

点
を
強
み
に
、
ヒ
ー
ブ
な
ら
で
は
の
価
値
創
造
が
皆
さ
ま
の
企
業

活
動
へ
、
そ
し
て
社
会
へ
の
貢
献
と
な
る
よ
う
本
年
度
も
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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